
卒業認定の方針 

 

本校では卒業認定基準を２年以上在学し、規定の授業科目を履修し、卒業試験に合格した

者としています。 

入学生オリエンテーションにおいて卒業認定の基本的な方針であるディプロマ・ ポリシー

を学生に説明しています。 

卒業認定では、卒業判定会議を行い、本校のディプロマ・ポリシーに到達しているのかや、

単位の取得状況等により認定をしています。 

 

 

学修成果の目標（ディプロマ・ポリシー） 

１．利用者のその人らしさを支える視点を持ち、尊厳と自立を支えるための幅広い教養を

身につける。 

２．介護に関する制度・施策について基本的理解ができ、基本的な介護技術・知識および

医療的ケアを習得し実践できる。 

３．実習や演習を通し、利用者の立場に立った高い介護実践力を身に付ける。 

４．コミュニケーション技術を身に付け、利用者や家族及び多職種と連携が図れる能力を

身に付ける。 

 

 

 

 


